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『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
文
集
』
（
以
下
、
「
記
念
文
集
」
）
は
、
奥
付
に
よ
れ
ば
、
「
編
集
兼
発
行
者
」
は
前
田
捨
松
、
発
行
所
は
「
東
京

市
誠
之
尋
常
小
学
校
」
o

昭
和
十
五
年
十
三
月
十
八
日
発
行
で
非
売
品
。

「
は
し
が
き
」
に
、
学
校
長
・
前
田
捨
松
が
発
行
事
情
を
記
し
て
い
る
。
「
本
年
は
神
武
天
皇
紀
元
二
千
六
百
年
と
い
ふ
め
で
た
い
年
」
で
あ

り

別
け
て
本
年
は
教
育
に
関
す
る
勅
語
決
発
五
十
周
年
と
い
ふ
重
ね
／
＼
め
で
た
い
年
で
も
あ
る
が
故
に
本
校
に
於
い
て
も
種
々
の
記
念

事
業
を
挙
げ
ま
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
記
念
文
集
の
発
行
は
正
に
其
の
一
で
あ
り
ま
す
。
出
来
得
る
な
ら
ば
成
る
べ
く
多
数
の
人
々
の
文

を
集
め
た
い
と
考
へ
た
の
で
あ
る
が
、
時
局
柄
そ
れ
も
出
来
か
ね
、
己
む
を
得
ず
各
組
よ
り
数
篇
づ
、
を
採
り
、
之
を
上
下
二
冊
に
分
ち

て
発
行
し
た
も
の
が
今
回
の
文
集
で
あ
り
ま
す
。
勿
々
の
際
に
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
不
十
分
の
点
も
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど

も
、
後
日
、
当
時
を
追
憶
す
る
多
少
の
資
料
と
も
な
ら
ば
幸
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
「
教
育
勅
語
」
は
明
治
一
一
十
三
年
（
一
八
九
O
）
十
月
三
十
一
日
に
謄
本
が
全
国
の
学
校
に
頒
布
さ
れ
、

そ
の
趣
旨
の
貫
徹
に
努
め
る
よ
う
文
部
省
が
訓
令
し
た
。
昭
和
十
五
年
は
そ
れ
か
ら
五
十
周
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
年
十
月
一
三
十
日
「
教

「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
、

育
勅
語
禍
開
発
五
十
周
年
式
典
」
が
憲
法
記
念
館
で
挙
行
さ
れ
た
。

「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
文
集
』
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「
記
念
文
集
」
は
、
「
上
下
一
一
冊
に
分
ち
て
発
行
」
と
あ
る
が
、
稿
者
が
入
手
し
た
の
は
「
高
学
年
」
と
表
紙
に
記
さ
れ
、
第
四
学
年
か
ら
第

六
学
年
ま
で
の
三
学
年
分
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
上
下
二
冊
」
の
意
味
は
、
「
高
学
年
」
版
と
「
低
学
年
」
版
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
か
。

「
高
学
年
」
編
は
、

B
6
判
（
1
2
8
×
1
8
2
）、

9
0
頁
。
表
紙
「
字
｜
林
先
生
」
「
画
内
山
先
生
」
。
「
字
」
は
、
行
書
体
で
、
表
紙
左

士
口
へ
J

e

」、

ニ一目
μ
レ
ル
帆
’
tu－

白
ん
元
宇
一
千
六
百
年

本
占
帆
～
お
ふ
唱
え
象

量
崎
勝
す
年

背
表
紙
に
「
先
え
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
え
集

ゑ
索
令
試
之
尋
常
小
寺
松
」
0

「
画
」
は
、
翻
る
日
の
丸
の
下
に
菊
と
松
を
あ
し
ら
え
た
絵
柄
。
裏
表
紙
中
央
に
校
章
。

収
録
作
品
数
は
、
第
四
学
年
二
五
作
品
、
第
五
学
年
一
二
一
作
品
、
第
六
学
年
三
O
作
品
の
、
合
計
八
六
作
品
。
こ
れ
ら
は
、
内
容
に
多
少
の

重
な
り
が
あ
る
も
の
の
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
行
事
・
花
電
車
な
ど
の
催
し
に
関
す
る
作
品
、
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
と
い
う
節
目
に
関
す
る

作
品
、
誠
之
尋
常
小
学
校
の
奉
祝
運
動
会
に
つ
い
て
の
作
品
、
こ
の
年
の
時
局
柄
を
背
景
と
す
る
作
品
お
よ
び
児
童
の
日
常
生
活
を
内
容
と
す

る
作
品
に
別
け
ら
れ
る
。

以
下
、
内
容
ご
と
に
検
討
す
る
が
、
そ
の
際
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
行
事
・
花
電
車
な
ど
の
催
し
に
関
す
る
作
品

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
行
事
・
花
電
車
な
ど
の
催
し
に
関
す
る
作
品
は
、

四
年
五
作
品
、
五
年
九
作
品
、
六
年
一
五
作
品
の
合
計
二
九
作
品
。

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝

黒
田
克
己



紀
元
二
千
六
百
年
の
奉
祝
日
、
十
一
月
十
日
は
、
朝
学
校
で
式
が
あ
っ
て
、
天
皇
陛
下
の
万
歳
を
三
唱
し
、
奉
祝
歌
、
「
と
ほ
す
あ
ろ
ぎ
」

を
歌
っ
て
此
の
お
め
で
た
い
年
を
こ
と
ほ
い
だ
。

町
は
何
年
ぶ
り
か
の
に
ぎ
や
か
さ
で
、
「
わ
っ
し
ょ
い
わ
っ
し
ょ
い
」
。
お
み
こ
し
を
か
つ
ぐ
人
の
顔
に
も
喜
び
が
あ
ふ
れ
で
ゐ
る
。

第
二
日
の
十
一
日
は
、
朝
九
時
か
ら
旗
行
列
を
し
た
。

午
後
五
時
す
が
も
車
庫
発
の
花
電
車
が
指
ヶ
谷
町
を
通
る
の
で
小
さ
な
妹
と
見
に
行
っ
た
。
お
み
こ
し
と
、
花
電
車
を
見
る
人
で
身
、
っ

ご
き
も
で
き
な
い
く
ら
ゐ
だ
っ
た
。
や
が
て
白
山
上
の
空
が
明
か
る
く
な
っ
て
、
花
電
車
が
現
は
れ
た
。
坂
を
下
り
て
来
る
所
は
ま
る
で

イ
リ
ミ
ネ
ン
シ
ヨ
ン
の
様
で
実
に
き
れ
い
だ
。
み
ん
な
、
「
ワ
l
ワ
l
。」

い
っ
て
よ
ろ
こ
ん
で
ゐ
る
。
は
じ
め
に
音
楽
を
し
て
ゐ
る
の
が

来
た
。
小
学
生
が
万
歳
を
し
て
ゐ
る
の
や
浦
安
の
舞
を
し
て
ゐ
る
等
、
全
部
で
五
台
通
っ
た
。
僕
は
実
に
よ
く
出
来
て
で
ゐ
る
と
思
っ
た
。

其
の
夜
、
お
父
様
に
僕
と
妹
と
女
中
二
人
は
連
ら
れ
て
、
二
重
橋
の
方
へ
提
灯
行
列
ゃ
に
ぎ
や
か
な
町
の
様
子
を
見
に
行
っ
た
。
和
田

倉
門
で
、
パ
ス
を
下
り
る
と
も
う
あ
と
か
ら
、
あ
と
か
ら
提
灯
行
列
が
続
い
て
来
る
。
ず
ゐ
分
面
白
い
ま
ん
ど
う
を
か
つ
い
て
く
る
行
列

も
少
な
く
な
い
。

僕
達
も
二
重
橋
の
方
へ
行
っ
て
最
敬
礼
を
し
た
。
こ
ち
ら
で
提
灯
を
振
り
万
歳
を
と
な
へ
る
と
、
宮
城
の
中
で
も
三
つ
の
提
灯
が
上
つ

た
り
下
っ
た
り
す
る
。
僕
は
き
っ
と
宮
内
省
の
人
が
振
っ
て
ゐ
る
の
だ
と
思
っ
た
。
翌
日
の
新
聞
を
見
る
と
、
そ
れ
は
、
皇
后
陛
下
、
親

王
様
、
内
親
王
様
で
あ
る
と
、
書
い
で
あ
っ
た
。
お
堀
を
へ
だ
て
、
見
る
提
灯
行
列
は
ほ
ん
た
う
に
き
れ
い
だ
。
二
重
橋
前
の
広
場
は
ま

る
で
火
の
海
で
あ
る
。
（
略
）

五
年
生
の
作
品
で
あ
る
。
十
日
、
誠
之
尋
常
小
学
校
で
は
、
「
国
旗
が
君
が
代
に
つ
れ
て
、
し
づ
し
づ
と
上
る
。
最
敬
礼
。
奉
祝
の
歌
や
お
話

等
が
あ
っ
て
式
が
終
っ
た
」
（
「
二
千
六
百
年
奉
祝
の
一
日
」
六
年
斉
藤
愛
子
）
。
「
奉
祝
の
歌
」
は
黒
田
作
品
に
い
う
〈
「
奉
祝
歌
」
、
「
と
ほ
す
あ

ろ
ぎ
」
〉
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

「
紀
元
二
千
六
百
年
」
を
「
奉
祝
」
す
る
歌
と
し
て
、
「
詞
・
増
田
好
生
」
「
曲
・
森
義
人
郎
」
に
よ
る
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
が
あ
る
。

『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
文
集
』

九
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紀
元
は

二
千
六
百
年

あ

一
億
の
胸
は
鳴
る

こ
の
歌
は
、

一
番
か
ら
五
番
ま
で
あ
る
が
、
誠
之
尋
常
小
学
校
で
歌
わ
れ
た
の
は
「
と
ほ
す
あ
ろ
ぎ
」
と
始
ま
る
「
奉
祝
歌
」
。
「
新
版
日
本

流
行
歌
史
（
中
）
」
（
社
会
思
想
社
、

一
九
九
五
・
ご
に
よ
れ
ば
、
「
奉
祝
歌
」
に
は
、
〈
も
う
一
つ
「
紀
元
二
千
六
百
年
額
歌
」
と
い
う
の
が

あ
っ
た
が
古
語
の
歌
調
で
難
し
く
、
平
易
な
こ
の
歌
（
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
の
こ
と
・
引
用
者
注
）
が
大
い
に
歌
わ
れ
た
〉
と
い
う
。
「
と
ほ

す
あ
ろ
ぎ
」
は
、
こ
こ
に
い
う
「
紀
元
二
千
六
百
年
額
歌
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

松
岡
秀
子
「
花
電
車
」
（
五
年
生
）
に
よ
れ
ば
、
五
台
の
花
電
車
の
先
頭
は
、
「
奉
祝
」
と
木
札
に
書
い
て
あ
る
先
導
車
。
「
日
の
丸
の
提
灯
が

何
十
と
き
が
っ
て
、
目
も
肱
む
ば
か
り
に
明
る
い
」
花
電
車
で
、
中
か
ら
「
紀
元
二
千
六
百
年
の
歌
」
が
流
れ
て
き
た
。
二
台
目
は
「
浦
安
の

舞
」
。
舞
姫
が
両
側
に
二
人
す
ら
り
と
白
羽
二
重
の
着
物
を
長
く
着
こ
な
し
、
其
の
中
央
の
菊
の
花
の
飾
り
か
ら
、
何
だ
か
本
当
の
花
の
や
う
に

気
品
の
高
い
香
り
が
匂
っ
て
来
る
や
う
で
し
た
」
。
三
台
目
に
は
「
聖
寿
万
歳
」
と
木
札
に
書
い
て
あ
り
、
菊
の
花
が
一
ぱ
い
に
咲
き
乱
れ
て
い

た
。
四
台
目
は
「
八
紘
二
子
」
と
書
い
て
あ
り
、
菊
の
花
や
明
る
い
灯
の
は
い
っ
た
提
灯
が
飾
つ
で
あ
り
、
中
央
に
鏡
の
よ
う
な
金
色
の
真
ん

ま
る
い
物
が
、
は
め
た
よ
う
に
置
か
れ
で
あ
っ
た
。
「
後
で
聞
く
と
之
は
三
種
の
神
器
の
人
間
鏡
を
形
取
っ
た
と
の
事
」
。
五
台
目
は
「
四
海
歓

喜
」
。
「
可
愛
ら
し
い
日
本
・
支
那
・
満
洲
の
子
供
達
が
、
手
に
／
＼
提
灯
や
、
日
の
丸
の
旗
、
支
那
・
満
洲
の
国
旗
等
を
持
っ
て
嬉
し
さ
う
に

万
歳
を
し
て
い
ま
す
」
。

「
後
日
、
当
時
を
追
憶
す
る
多
少
の
資
料
と
も
な
ら
ば
幸
」
と
は
、
学
校
長
・
松
田
捨
松
の
「
は
し
が
き
」
の
一
節
で
あ
っ
た
（
前
出
）
。
将

に
、
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
花
電
車
」
に
つ
い
て
の
格
好
の
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
文
章
は
、
た
だ
見
物
し
た
だ
け
で
作
ら
れ



た
と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
「
資
料
」
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
在
り
か
を
示
唆
し
た
者
、
内
容
を
誘
導
し
た
も
の
の
存
在
を
憶
測
し
て
し

ま、っ。「
宮
城
の
中
で
も
三
つ
の
提
灯
が
上
っ
た
り
下
っ
た
り
す
る
」
の
を
み
た
の
は
、
「
奉
祝
の
夜
」
（
和
田
よ
し
子
・
六
年
生
）
。
「
木
の
茂
っ
た
中

に
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
提
灯
が
三
つ
ゆ
れ
て
」
い
た
。

こ
の
「
三
つ
」
の
提
灯
は
、
黒
田
作
品
で
は
「
翌
日
の
新
聞
を
見
る
と
、
そ
れ
は
、
皇
后
陛
下
、
親
王
様
、
内
親
王
様
で
あ
る
と
、
書
い
て

あ
っ
た
」
と
あ
る
。

「
東
日
小
学
生
新
聞
」
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
三
日
（
水
・
第
一
二
九
一
号
）
は
、
第
二
面
に
「
畏
し
H

万
歳
H

天
聴
に

皇
后
陛
下
二
重
橋

ノ＼

帝
都
の
夜
は
灯
の
海
に
」
の
見
出
し
で
、
提
灯
行
列
の
記
事
を
掲
載
し
た
。

そ
の
夜
、
御
代
万
歳
を
こ
と
ほ
ぐ
三
万
余
人
の
提
灯
行
列
の
大
群
が
、
宮
城
前
広
場
を
光
り
の
海
と
埋
め
つ
く
し
て
、
声
を
限
り
奉
唱

す
る
N

万
歳
以
の
轟
き
は
、
大
内
山
松
の
緑
に
こ
だ
ま
し
て
、
畏
く
も
天
聴
に
達
し
ま
し
た
。
か
く
て
午
後
七
時
、
皇
后
陛
下
に
は
義
宮

さ
ま
、
照
宮
さ
ま
、
孝
宮
さ
ま
、
順
宮
さ
ま
御
そ
ろ
ひ
で
、
小
出
事
務
官
や
女
官
等
が
御
供
申
し
上
げ
、
恐
れ
多
く
も
一
一
重
一
橋
鉄
橋
上
に

出
御
遊
ば
さ
れ
、
し
ば
ら
く
の
間
親
し
く
御
提
燈
を
御
手
に
、
お
立
ち
あ
そ
ば
さ
れ
た
由
に
承
り
ま
す
。
（
略
）
な
ほ
当
夜
畏
き
思
召
を
体

し
、
宮
内
事
務
官
が
夜
ふ
け
る
ま
で
、
二
重
橋
側
の
堤
の
上
か
ら
提
燈
を
振
っ
て
、
国
民
の
奉
祝
に
答
へ
ま
し
た
。

記
事
に
よ
れ
ば
、
提
灯
は
三
つ
で
は
な
く
、
五
つ
以
上
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
黒
田
少
年
が
見
た
の
は
、
自
身
が
推
測
し

た
よ
う
に
、
事
務
官
の
振
る
提
灯
で
あ
っ
た
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
黒
田
少
年
は
、
た
だ
見
た
こ
と
を
文
字
化
し
た
の
で
は
な
く
、
翌
日
の

新
聞
で
自
分
の
見
た
も
の
を
確
認
し
、
其
の
上
で
作
品
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
意
識
的
に
こ
の
「
式
典
」
を
文
字
化
す
る
作
業
が
想

定
さ
れ
、
実
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
文
集
」

四



四

題
名
に

「
紀
元
二
千
六
百
年
」
が
あ
っ
た
り
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
と
い
う
節
目
に
関
す
る
作
品

分
か
り
に
く
い
見
出
し
で
あ
る
が
、
要
は
、
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
に
当
つ
て
の
児
童
の
決
意
を
内
容
と
す
る
作
品
の
こ
と
で
あ
る
。
四
年
生

一
作
品
、
五
年
生
一

O
作
品
、
六
年
生
二
作
品
の
、
合
計
一
一
一
一
作
品
。
こ
の
一
一
一
一
作
品
の
み
が
、
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
に
当
っ
て
児
童
が
決
意

を
述
べ
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
内
容
的
に
そ
の
色
彩
が
濃
い
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
中
の
者
、
全
部
が
、
今
ま
で
の
古
い
な
ら
は
し
か
ら
、
ぬ
け
出
し
て
、
新
し
い
日
本
人
に
生
れ
代
ら
う
と
し
て
居
ま
す
。
僕
は
良

い
日
本
人
に
な
る
よ
う
に
、

一
生
け
ん
め
い
勉
強
し
て
、
又
体
を
丈
夫
に
し
て
、
天
皇
陛
下
の
御
為
に
忠
義
を
つ
く
さ
う
と
思
ひ
ま
す
。

支
那
の
子
供
と
も
、
仲
良
く
し
て
、
強
い
平
和
の
大
ア
ジ
ア
を
建
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
さ
う
し
て
、
二
千
六
百
年
の
尊
い
歴
史
を

け
が
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

「
紀
元
二
千
六
百
年
」
と
題
し
た
、
四
年
生
、
板
垣
雄
三
作
品
の
結
び
で
あ
る
。

「
今
ま
で
の
古
い
な
ら
は
し
か
ら
、
ぬ
け
出
し
て
、
新
し
い
日
本
人
に
生
れ
代
ら
う
と
し
て
居
ま
す
」
と
は
、

い
う
と
こ
ろ
の
「
新
体
制
」
で

あ
る
。

今
日
こ
の
頃
は
、
正
に
世
を
挙
げ
て
の
新
体
制
時
代
で
す
。
政
治
も
経
済
も
変
わ
り
つ
、
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
の
生
活
の
中
に
も
新
体

制
は
ピ
ン
と
響
い
て
ゐ
ま
す
。
「
賛
沢
は
敵
だ
！
L

家
庭
の
主
婦
は
御
用
問
き
の
廃
止
で
、
容
器
御
持
参
で
お
買
物
へ
出
か
け
ね
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
新
体
制
は
、
家
庭
生
活
に
ま
で
さ
し
迫
っ
て
ゐ
ま
す
。

さ
て
こ
の
新
体
制
と
は
何
か
。

な
か
／
＼
正
体
が
つ
か
め
ま
せ
ん
。
政
党
が
な
く
な
る
こ
と
、

い
ろ
／
＼
の
団
体
が
い
っ
し
ょ
に
な
る
こ
と
、
小
売
商
人
が
合
理
的
に

合
同
す
る
こ
と
、
暮
ら
し
向
き
が
変
わ
る
こ
と
・
・
・
い
や
何
々
と
、

い
ろ
／
＼
考
へ
ら
れ
ま
せ
う
。
し
か
し
、
ど
れ
も
新
体
制
の
部
分

的
現
象
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。



新
体
制
と
は
、
も
っ
と
大
が
、
り
な
も
の
で
す
。
国
家
と
国
民
を
揺
り
動
か
す
動
き
で
す
。
日
本
が
、
今
世
界
歴
史
の
推
進
力
と
し
て
、

大
東
亜
の
、
い
や
世
界
の
新
秩
序
を
建
設
し
て
ゆ
く
た
め
の
体
制
で
す
。
全
国
民
が
聖
旨
を
奉
体
し
、

民
の
総
力
を
十
二
分
に
発
揮
で
き
る
や
う
な
仕
組
で
あ
り
ま
す
。

一
億
一
心
一
体
と
な
っ
て
国
家
国

こ
の
一
節
は
、
内
閣
情
報
部
を
編
集
者
と
し
、
印
刷
者
・
発
行
者
を
内
閣
印
刷
局
と
す
る
政
府
の
広
報
誌
「
週
報
」
第
二

O
八
号
・
臨
時
号

「
新
体
制
早
わ
か
り
」
（
昭
和
十
五
年
十
月
七
日
）

の
冒
頭
部
。
「
新
体
制
」
は
、
政
府
に
と
っ
て
も
、
国
民
に
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
の
理
解

か
ら
、
「
臨
時
号
」
を
出
し
て
国
民
へ
の
理
解
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
政
府
が
、
国
民
に
お
け
る
「
新
体
制
L

理
解
へ
の
不
安
か
ら
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
状
況
に
あ
っ
て
、
尋
常
小
学
校
四

年
生
が
教
え
ら
れ
た
「
新
体
制
」
は
、
「
今
ま
で
の
古
い
な
ら
は
し
か
ら
、
ぬ
け
出
し
て
、
新
し
い
日
本
人
に
生
ま
れ
代
ら
う
」
と
い
う
こ
と
と

『

H

U

J

，－。

＝ヨロ
1
L
J
J

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
表
現
は
、
「
教
育
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
「
古
い
な
ら
は
し
か
ら
、
ぬ
け
出
し
」
て
「
生
れ
代
ら
う
」
と
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
求
め
ら
れ
た
内
容
は
、
「
良
い
日
本
人
に
な
る
」
こ
と
で
あ
り
、
「
天
皇
陛
下
の
御
為
に
忠
義
を

つ
く
さ
う
」
と
す
る
人
間
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
そ
の
実
態
を
理
解
で
き
て
い
た
か
な
ど
と
推
測
し
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
。
そ
の

よ
う
に
思
い
こ
ま
な
け
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
う
思
い
込
む
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
年
生
に
よ
る
「
新
体
制
」
理
解
は
、
五
年
生
で
は
「
我
国
に
は
近
衛
公
を
首
相
と
す
る
新
体
制
内
閣
が
組
織
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
画

期
的
大
刷
新
を
行
ひ
つ
つ
あ
る
」
（
平
泉
渉
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
」
）
と
表
現
さ
れ
た
。

近
衛
文
麿
に
よ
る
第
二
次
内
閣
が
成
立
し
た
の
は
、
昭
和
十
五
年
七
月
二
十
二
日
。
近
衛
に
よ
る
「
新
体
制
運
動
」
と
は
、
既
存
の
政
治
体

制
を
脱
皮
す
る
た
め
、
国
民
の
力
の
結
果
に
よ
る
新
た
な
国
民
組
織
の
結
成
を
構
想
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
講
談
社
『
昭
和
二
万
日
の
記

録
」
第
五
巻
、
平
成
元
・
一
二
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
政
治
体
制
刷
新
が
近
衛
内
閣
が
本
義
と
す
る
「
新
体
制
」
で
あ
ろ
う
が
、
五
年
生
に
理

解
で
き
る
よ
う
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
紀
元
二
千
六
百
年
泰
祝
日
記
念
文
集
」

四
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四

平
泉
作
品
で
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
画
期
的
大
刷
新
を
行
ひ
つ
つ
あ
る
」
と
さ
れ
た
が
、
ま
さ
に
「
あ
ら
ゆ
る
方
面
」
で
あ
り
、
「
政
治
、

経
済
、
教
育
、
文
化
等
あ
ら
ゆ
る
国
家
国
民
生
活
の
領
域
に
於
け
る
新
体
制
確
立
」
が
求
め
ら
れ
た

（
「
週
報
」
第
二

O
三
号
、
昭
和
十
五
年
九

月
四
日
）
0

「
新
体
制
L

は
、
六
年
生
の
作
品
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

新
体
制
の
世
と
な
っ
て
国
の
中
が
一
つ
一
つ
と
、
の
っ
て
行
く
。
『
ぜ
い
た
く
は
敵
だ
」
と
い
ふ
ポ
ス
タ
ー
等
張
ら
れ
、
国
民
は
緊
張
し

て
お
国
の
為
に
働
か
う
と
し
て
ゐ
る
。

大
岡
京
子
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
」
の
一
節
で
あ
る
。
「
新
体
制
」
は
、
す
で
に
現
実
で
あ
り
、
「
新
体
制
と
は
何
か
」
と
い
っ
た
理
解
度

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
「
新
体
制
の
世
と
な
っ
て
」
の
一
節
か
ら
は
、
「
新
体
制
」
は
、
こ
の
児
童
に
と
っ
て
動
き
出
し
て
い
る

事
実
と
理
解
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

四
年
生
、

五
年
生
、
六
年
生
と
、
「
新
体
制
」
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
の
、
学
年
に
よ
る
理
解
度
に
差
が
あ
る
こ
と
は
違
和
感
が
な
い
が
、
差
異

は
、
学
年
に
よ
る
教
育
内
容
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

四
年
生
の
作
品
の
一
節
に
、
「
支
那
の
子
供
と
も
、
仲
良
く
し
て
、
強
い
平
和
の
大
ア
ジ
ア
を
建
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
が
あ
る
。
「
強

い
平
和
の
大
ア
ジ
ア
を
建
で
な
け
れ
ば
」
と
は
、
い
う
と
こ
ろ
の
「
新
東
亜
秩
序
の
建
設
」
で
あ
り
、
五
年
生
で
は
、
「
東
洋
の
平
和
、
大
東
亜

建
設
、

い
や
世
界
の
平
和
と
き
づ
き
上
げ
る
の
も
遠
く
は
あ
る
ま
い
」
（
「
尊
い
国
史
」
中
野
滋
）
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
六
年
生
で
は
、
「
大
東
亜
建
設
の
為
に
聖
戦
四
年
に
及
ん
で
居
る
」
（
「
聖
紀
二
千
六
百
年
を
迎
へ
て
」
山
田
幸
子
）
と
記
し
、
「
支

那
事
変
」
か
ら
の
一
連
の
戦
争
を
理
解
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
理
解
に
「
教
育
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。

「
教
育
」
と
い
う
も
の
が
、
「
新
体
制
」
「
新
東
亜
秩
序
建
設
」
を
児
童
に
理
解
さ
せ
て
い
っ
た
か
を
こ
の
経
過
は
明
示
す
る
と
こ
ろ
と
い
え
よ

、つノ。



誠
之
尋
常
小
学
校
の
奉
祝
運
動
会
に
つ
い
て
の
作
品

誠
之
尋
常
小
学
校
の
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
運
動
会
」
は
、
十
一
月
六
日
、
六
義
国
で
行
わ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
作
品
は
、
四
年
生
五

作
品
、
五
年
生
三
作
品
、
六
年
生
二
作
品
の
、
合
計
一

O
作
品
。

か
ら
り
と
晴
上
っ
た
紺
碧
の
空
。
静
か
な
「
君
が
代
L

の
吹
奏
と
共
に
日
章
旗
は
静
々
と
上
っ
て
行
く
。
何
と
い
ふ
厳
か
さ
、
気
高
さ

で
あ
ろ
う
。
次
に
国
家
斉
唱
、
宮
城
遥
拝
、
橿
原
神
宮
遥
拝
、
黙
祷
、
力
強
い
校
長
先
生
の
開
会
の
辞
に
よ
っ
て
、

い
よ
／
＼
我
が
誠
之

小
学
校
の
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
運
動
会
は
開
始
さ
れ
た
。
開
会
の
式
に
続
い
て
全
校
体
操
。
さ
ぞ
か
し
美
し
い
こ
と
で
あ
ら
う
。
の
び

／
＼
し
た
四
肢
の
躍
動
。
全
校
二
干
の
生
徒
が
、

一
つ
の
号
令
に
よ
っ
て
「
さ
つ
、
さ
つ
」
と
動
く
。

六
年
生
、
内
丸
文
彦
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
運
動
会
」
の
冒
頭
部
で
あ
る
。
こ
の
後
、
五
年
生
男
子
の
「
体
操
」
、
六
年
女
子
の
「
進
め
赤

十
字
」
、
白
熱
戦
の
四
年
女
子
の
「
協
力
」
、
か
わ
い
、
一
年
生
の
「
大
球
こ
ろ
が
し
」
、
六
年
男
子
の
「
武
道
」
と
「
競
走
」
、
面
白
い
「
日
月

運
び
」
、
全
女
子
に
よ
る
「
紀
元
一
一
千
六
百
年
の
遊
戯
」
、
六
年
生
の
分
列
行
進
、

五
年
男
子
の
「
綱
引
」
、
五
年
女
子
の
「
遊
戯
」
、
五
年
男
子
の
「
騎
兵
の
襲
撃
」
、
六
年
男
子
の
「
敵
塁
占
領
」
、
四
年
男
子
の
「
六
勇
士
」
、
六

一
年
生
の
「
紅
白
球
入
れ
」
、

二
年
生
の
「
汽
車
ご
っ
こ
」
、

年
女
子
の
「
青
年
体
操
」
、

四
年
女
子
の
「
海
、
く
ろ
が
ね
の
力
」
、
六
年
男
子
の
「
興
亜
基
本
体
操
」
、
最
後
に
、
五
・
六
年
生
の
「
リ
レ
l
」o

閉
会
式
で
は
、
「
天
に
も
と
ず
け
と
ば
か
り
万
歳
を
三
唱
し
、
国
旗
を
降
納
し
て
、
め
で
た
く
運
動
会
を
終
っ
た
」
と
、
様
々
な
種
目
が
披
露
さ

れ
て
い
く
。

実
に
多
様
な
種
目
が
実
施
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
全
校
生
徒
一
一
千
人
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
参
加
し
た
種
目
は
限

ら
れ
て
い
た
と
い
、
つ
こ
と
で
あ
ろ
、
っ
か
。

「
紀
元
二
千
六
百
年
の
遊
戯
」
は
、
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
歌
」
に
振
付
け
た
遊
戯
で
あ
ろ
う
が
、
「
進
め
赤
十
字
」
は
、
負
傷
者
を
タ
ン
カ

『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
文
集
』

二
四
五
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四
六

に
乗
せ
て
運
ぶ
競
技
。
「
騎
兵
の
襲
撃
」
は
、
三
人
で
組
ん
だ
馬
に
乗
っ
た
騎
兵
同
士
が
紅
白
の
帽
子
を
奪
い
合
う
も
の
、

い
わ
ゆ
る
「
騎
馬
戦
」
0

「
敵
塁
占
領
」
は
、
高
い
棒
の
上
の
藁
に
青
天
白
日
旗
が
二
本
立
っ
て
い
る
の
を
抜
き
、
日
章
旗
を
頂
上
に
建
て
る
も
の
で
、
戦
果
を
擬
し
た
も

の
。
同
様
な
の
が
「
六
勇
士
」
で
、
六
人
で
丸
太
に
旗
を
結
び
つ
け
て
押
し
立
て
る
競
争
。
「
海
、
く
ろ
が
ね
の
力
」
は
、
「
前
に
右
に
左
に
す

す
ん
だ
り
退
い
た
り
し
て
、
手
を
上
げ
た
り
下
げ
た
り
、

や
や
こ
し
い
遊
戯
」
（
「
奉
祝
運
動
会
」
荻
野
美
年
子
、
六
年
生
）
。

何
れ
も
戦
時
下
と
い
う
時
局
柄
を
反
映
し
た
種
目
で
あ
り
、
「
体
力
増
強
」
を
目
標
と
し
た
教
育
で
あ
り
、
集
団
行
動
の
実
践
で
あ
っ
た
が
、

誠
之
尋
常
小
学
校
の
種
目
に
は
登
場
し
な
か
っ
た
も
の
に
「
敵
前
上
陸
」
や
「
堅
忍
持
久
」
な
ど
が
あ
る
。

「
敵
前
上
陸
」
は
、
「
煙
幕
を
く
す
っ
て
騎
馬
の
勇
士
た
ち
が
奮
戦
、
支
那
の
野
戦
で
活
躍
す
る
兵
隊
さ
ん
を
思
出
さ
せ
る
」
（
「
運
動
会
だ
よ

り
」
、
「
東
日
小
学
生
新
聞
」
昭
和
十
五
年
十
月
十
六
日
・
水
・
第
一
二
六
八
号
）
も
の
。

「
堅
忍
持
久
」
は
、
「
二
人
用
の
椅
子
を
頭
の
上
に
さ
し
あ
げ
る
競
技
」
（
同
前
、
同
年
十
月
二
十
五
日
・
金
・
第
一
二
七
五
号
）
。
力
と
忍
耐

力
が
要
求
さ
れ
る
、

い
わ
ば
我
慢
比
べ
か
。
記
事
で
は
、
椅
子
を
差
し
上
げ
て
い
る
高
等
科
一
年
の
男
子
の
写
真
を
掲
載
し
、
「
一
時
間
三
十
二

秒
の
長
い
時
間
を
頑
張
り
、
銃
後
第
二
国
民
の
意
気
を
み
せ
ま
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

僕
は
お
祝
が
す
ん
で
か
ら
は
、
今
ま
で
よ
り
も
も
っ
と
心
を
引
き
し
め
て
、
勉
強
や
運
動
を
し
て
此
の
日
本
の
国
の
立
派
な
第
一
一
の
国

民
に
な
り
た
い
と
思
ふ
。

四
年
生
、
加
藤
明
「
皇
紀
二
千
六
百
年
」
の
結
び
で
あ
る
。

何
事
も
「
銃
後
」
で
あ
り
、
児
童
生
徒
は
「
第
二
国
民
」
と
し
て
の
「
意
気
」
を
求
め
ら
れ
る
時
局
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
運
動

会
」
は
そ
の
成
果
を
見
せ
る
格
好
の
行
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四

紀
元
二
千
六
百
年
記
念
以
外
の
時
局
柄
を
背
景
と
す
る
作
品



こ
こ
で
の
「
時
局
柄
」
は
、
発
行
が
昭
和
十
五
年
十
二
月
十
八
日
で
あ
る
が
、
「
は
し
が
き
」
が
「
紀
元
二
千
六
百
年
（
昭
和
十
五
年
）
十
一

月
」
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

四
年
生
八
作
品
、
五
年
生
八
作
品
、
六
年
生
二
作
品
の
、
合
計
一
八
作
品
。

こ
の
内
、
戦
死
に
関
す
る
も
の
と
隣
組
に
関
す
る
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
四
作
品
。
防
空
演
習
を
内
容
に
含
む
も
の
が
五
作
品
。

こ
れ
以
外
の
作
品
は
、
慰
問
袋
を
受
取
っ
た
「
戦
地
の
兵
隊
さ
ん
」
か
ら
礼
状
が
届
い
た
と
い
う
作
品
、
知
人
の
海
軍
軍
人
が
家
に
や
っ
て

き
た
と
い
う
作
品
、
外
米
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
だ
が
、
「
お
国
を
守
る
兵
隊
さ
ん
に
は
白
米
を
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
い
う
作
品
、
朝
四
時
に
起
き
て
宮
城

を
遥
拝
し
、
神
棚
を
拝
み
、
「
ラ
ヂ
オ
体
操
」
を
し
た
と
い
う
「
興
亜
奉
公
日
」
、
兄
の
友
人
の
傷
痩
軍
人
を
見
舞
っ
た
「
赤
十
字
病
院
」
。

「
お
買
物
」
（
三
条
奈
岐
、
四
年
生
）
は
、
先
生
か
ら
「
新
体
制
」
の
説
明
を
受
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
作
品
。

新
体
制
と
は
、
お
ほ
や
け
の
事
を
先
に
考
へ
、
自
分
の
こ
と
は
あ
と
ま
は
し
に
し
て
、
り
こ
し
ゅ
ぎ
の
心
を
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
と

い
ふ
こ
と
で
、
新
体
制
と
い
ふ
も
の
が
出
来
た
の
だ
さ
う
だ
。
お
や
き
い
も
の
、
お
魚
は
皆
公
定
ね
だ
ん
と
い
っ
て
、
公
定
ね
だ
ん
よ
り

高
く
売
買
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
（
略
）

看
板
を
よ
く
見
受
け
た
。
（
略
）
五
銭
玉
が
ニ
ユ
ム
に
な
っ
た
の
で
、

町
角
は
、
「
ぜ
い
た
く
は
敵
だ
」
と
か
「
日
本
人
な
ら
ぜ
い
た
く
は
で
き
な
い
は
ず
だ
」
と
か
「
新
体
制
・
・
・
」
な
ど
ポ
ス
タ
ー
や
立

一
銭
と
間
違
へ
た
の
だ
。
お
父
様
は
「
こ
れ
も
新
体
制
の
一
つ
だ
ね
」

と
お
笑
ひ
に
な
っ
た
。

生
鮮
魚
介
類
の
公
定
価
格
が
定
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
十
五
年
九
月
二
十
七
日
。
ま
た
、
五
銭
の
ア
ル
ミ
貨
は
八
月
八
日
か
ら
大
阪
市
中
で

使
わ
れ
始
め
た
。

戦
死
を
内
容
と
す
る
作
品
の
う
ち
、
戦
死
し
た
の
は
義
理
の
叔
父
、
雇
い
人
、
従
兄
と
身
近
な
戦
死
で
あ
っ
た
。
四
年
生
と
五
年
生
の
作
品

で
あ
り
、
戦
時
下
が
い
や
お
う
な
く
児
童
の
身
に
せ
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

身
内
に
戦
死
者
は
い
な
い
も
の
で
も
、
靖
国
神
社
の
秋
の
臨
時
大
祭
に
父
と
弟
と
参
拝
し
、
「
戦
死
し
た
兵
隊
さ
ん
と
共
に
遺
族
に
感
謝
」
を

『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
文
集
』

二
四
七
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捧
げ
た
の
は
四
年
生
。
此
の
臨
時
大
祭
は
、
十
月
十
八
日
に
天
皇
、
皇
后
の
行
幸
啓
が
あ
り
、
「
新
祭
神
一
万
一
千
四
百
柱
の
遺
族
を
は
じ
め
、

全
遺
族
た
ち
は
、
た
ず
／
＼
聖
恩
の
有
難
さ
に
感
激
の
熱
い
涙
を
流
す
の
み
で
あ
り
ま
し
た
」
と
、
「
東
日
小
学
生
新
聞
」
（
昭
和
十
五
年
十
月

十
九
日
・
土
・
第
一
二
七

O
号
）
は
第
一
面
で
掲
載
し
て
い
た
。

隣
組
を
内
容
と
す
る
作
品
は
、
四
作
品
。
四
作
品
と
も
「
防
空
演
習
」
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
た
。

「
銃
後
の
隣
組
」
（
高
橋
美
智
子
・
五
年
生
）
は
、
母
が
隣
組
の
組
長
で
、
防
空
演
習
の
「
群
長
」
。
「
お
父
様
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
の
お
母
様

は
、
お
家
の
こ
と
を
何
で
も
一
人
で
な
さ
な
ら
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
其
の
上
少
し
で
も
、
御
国
の
た
め
に
な
り
た
い
と
、
こ
ん
な
お
仕
事

ま
で
お
引
受
け
に
な
っ
た
の
で
す
」
と
記
す
。
「
こ
ん
な
お
仕
事
ま
で
」
の
言
い
回
し
に
他
意
は
な
い
。
た
だ
単
に
、
父
を
亡
く
し
た
母
の
苦
労

を
思
い
や
っ
て
の
表
現
、
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
防
空
演
習
」
に
つ
い
て
は
、
「
九
月
一
日
夕
方
か
ら
東
京
市
と
東
部
軍
司
令
部
協
力
の
、
本
年
度
第
二
次
防
空
訓
練
」
の
ほ
か
、
「
十
月
軍
官

民
一
体
の
わ
が
国
最
初
の
実
践
的
防
空
演
習
を
行
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
「
東
日
小
学
生
新
聞
」
（
昭
和
十
五
年
九
月
三
日
・
火
・
第
一

二
三

O
号
）
は
伝
え
て
い
た
。

四
つ
の
作
品
は
、
何
れ
も
十
月
一
日
か
ら
の
「
実
践
的
防
空
演
習
」
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
「
隣
組
」
は
、
昭
和
十
五
年
九
月
十
一
日
の
内

務
省
訓
令
「
部
落
会
町
内
会
等
整
備
要
領
」
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
隣
組
の
組
長
は
「
お
砂
糖
や
マ
ッ
チ
の
配
給
を
始
め
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生

れ
た
お
家
に
は
脱
脂
綿
や
、
綿
布
配
給
の
手
続
き
」
を
し
た
り
と
、
忙
し
い
。
だ
か
ら
、
「
回
覧
板
ゃ
く
ば
り
物
が
廻
っ
て
来
た
時
等
は
、
私
が

く
ば
っ
て
歩
き
ま
す
」
と
い
う
。
隣
組
は
児
童
も
そ
の
枠
組
み
の
中
に
取
込
ん
で
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

児
童
は
、
時
局
柄
の
世
間
の
動
き
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
う
し
た
児
童
の
身
内
の
出
征
を
見
送
る
の
も
っ
と
め
だ
っ
た
。
「
出
征
兵

士
を
送
る
」
（
町
田
欽
次
・
六
年
生
）
で
は
、
従
兄
の
出
征
見
送
り
だ
が
、
「
僕
は
悲
し
さ
を
こ
ら
へ
て
」
見
送
る
の
で
あ
る
。
児
童
の
戦
時
下

に
お
け
る
生
な
姿
が
、
こ
の
作
品
群
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



五

奉
祝
記
念
行
事
等
及
ぴ
時
局
柄
以
外
を
内
容
と
す
る
作
品

児
童
の
日
常
を
内
容
と
す
る
作
品
で
、
四
年
生
七
作
品
、
五
年
生
三
作
品
、
六
年
生
八
作
品
の
合
計
一
八
作
品
。

将
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
が
作
品
化
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
列
挙
し
て
み
る
。

弟
が
生
ま
れ
た
「
初
め
て
の
弟
」
（
小
島
克
明
・
四
年
生
）
。
病
院
に
駆
け
つ
け
そ
わ
そ
わ
と
出
産
を
待
つ
気
持
ち
が
描
か
れ
た
。

「
妹
の
昼
寝
」
（
木
下
恵
子
・
同
前
）
は
、
妹
の
寝
姿
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
自
分
も
ね
む
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
も
の
。

「
白
山
神
社
の
お
ま
つ
り
」
（
松
田
正
三
郎
・
同
前
）
は
、
神
社
の
お
祭
り
だ
か
ら
「
床
屋
」
へ
行
っ
て
散
髪
だ
。
お
祭
り
の
縁
日
で
は
「
て

っ
ぽ
う
み
た
い
な
物
と
ふ
き
矢
」
を
買
っ
た
。

家
族
と
の
旅
行
や
山
登
り
も
し
た
。

「
筑
波
山
」
（
瀬
尾
章
・
同
前
）

へ
は
父
、
姉
と
行
っ
た
。
男
体
山
と
女
体
山
に
登
っ
た
。
山
頂
に
は
木
は
生
え
て
い
ず
、
岩
が
一
番
頂
上
だ
っ

た
「
野
口
英
世
博
士
」
（
大
岡
成
美
・
同
前
）
は
、
僕
が
、
祖
母
と
母
と
妹
・
弟
と
野
口
英
世
の
生
家
を
訪
れ
た
。
「
忍
耐
は
苦
し
く
、
そ
の
実
は

甘
し
」
と
、
よ
い
教
訓
を
得
た
。

「
西
山
荘
」
（
神
保
昌
義
・
六
年
生
）
は
、
「
僕
等
」
が
水
戸
の
西
山
荘
を
訪
れ
た
こ
と
が
内
容
。
見
学
後
、
「
こ
れ
か
ら
は
出
来
る
だ
け
の
も

の
を
節
約
し
よ
う
」
と
心
に
決
め
た
。

「
十
国
峠
」
（
福
田
日
久
弥
・
同
前
）
は
、
十
国
峠
に
母
・
叔
母
と
僕
の
三
人
で
行
き
、
薮
を
か
き
分
け
て
登
っ
た
こ
と
。
富
士
山
頂
は
雲
に

隠
れ
て
い
た
が
、
青
い
裾
野
が
見
え
た
だ
け
で
十
分
満
足
し
た
。

「
油
壷
」
（
田
村
正
・
同
前
）
は
、
八
月
の
暑
い
日
、
下
駄
履
き
手
拭
一
本
で
、
片
道
六
粁
を
歩
い
た
。
パ
ス
が
砂
挨
を
あ
げ
て
走
っ
て
い
っ

た
。
砂
挨
が
汗
に
は
り
っ
き
、
パ
ス
に
乗
っ
て
い
る
人
た
ち
が
う
ら
め
し
か
っ
た
。

『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
文
集
』
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九
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学
校
の
遠
足
も
あ
っ
た
。

「
遠
足
」
（
長
岡
仙
三
・
五
年
）
は
、
入
間
川
の
河
原
で
お
弁
当
を
食
べ
た
。
「
四
角
な
の
り
巻
」
だ
っ
た
。
友
達
も
の
り
巻
き
弁
当
が
だ
ん
ぜ

ん
多
か
っ
た
。
み
か
ん
や
り
ん
ご
を
水
に
冷
や
し
て
い
る
の
も
い
た
。
空
で
は
飛
行
機
が
何
度
も
宙
返
り
を
し
て
い
た
。

「
秋
の
遠
足
」
（
泉
治
典
・
同
前
）

で
は
、
府
中
で
下
車
し
、
分
倍
河
原
古
戦
場
か
ら
聖
蹟
記
念
館
へ
の
遠
足
。
多
摩
川
で
は
飛
行
機
が
宙
返

り
や
急
降
下
、
横
転
な
ど
の
飛
行
訓
練
を
し
て
い
た
。
牛
小
屋
が
あ
り
、
農
家
で
は
脱
穀
作
業
中
だ
っ
た
。
お
弁
当
は
、
海
苔
巻
、
り
ん
ご
に

蜜
柑
、
か
り
ん
と
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。
み
ん
な
お
い
し
か
っ
た
。

海
苔
巻
き
の
弁
当
や
持
参
し
た
果
物
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。
子
供
た
ち
の
お
や
つ
は
、
ま
だ
ま
た
不
足
し
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
か
。

そ
れ
と
も
、
こ
の
誠
之
小
学
校
児
童
の
家
庭
状
況
の
な
せ
る
業
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
夏
休
み
に
水
泳
の
練
習
の
た
め
房
総
を
一
周
し
、
そ
の

後
は
那
須
高
原
で
「
心
身
鍛
錬
」
の
計
画
を
立
て
た
が
、
那
須
へ
は
、
途
中
が
「
殺
人
的
混
雑
」
な
の
で
取
り
止
め
に
な
っ
た
。
そ
の
不
満
を

言
っ
た
ら
、
行
く
代
わ
り
に
「
国
庫
債
券
」
を
買
っ
て
く
れ
た
と
い
う
作
品
も
あ
っ
た
。

「
帝
大
行
幸
を
拝
し
て
」
（
大
河
内
菊
雄
・
五
年
生
）
は
、
東
京
帝
国
大
学
へ
行
幸
の
天
皇
陛
下
を
目
の
当
た
り
に
拝
し
、
「
何
と
言
う
幸
福
な

生
徒
だ
ら
う
」
と
感
激
し
た
。

「
神
宮
コ
ド
モ
会
」
（
茅
原
茂
樹
・
六
年
生
）
は
、
神
宮
こ
ど
も
会
の
夏
季
修
養
道
場
へ
行
っ
た
と
き
の
こ
と
。
「
た
っ
た
一
一
一
日
だ
け
れ
ど
、
と

て
も
い
、
修
養
を
し
た
」
。

こ
の
他
に
は
、
十
姉
妹
を
捕
ま
え
て
飼
っ
た
こ
と
、
兄
の
お
さ
が
り
の
エ
ナ
メ
ル
を
大
さ
わ
ぎ
し
て
塗
っ
た
こ
と
、
蜂
の
研
究
な
ど
も
あ
る
。

児
童
の
日
常
生
活
は
、
多
岐
多
端
で
豊
か
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
は
、
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
も
、
そ
の
奉
祝
も
、
戦
時
下
さ
え
も
ど
こ
か
遠
い

世
界
の
よ
う
で
あ
る
。



以
上
、
東
京
市
誠
之
尋
常
小
学
校
の
『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
文
集
』
「
高
学
年
」
編
を
め
ぐ
っ
て
検
討
し
て
き
た
。

「
こ
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
行
事
・
花
電
車
な
ど
の
催
し
に
関
す
る
作
品
で
は
、
「
後
日
、
当
時
を
追
憶
す
る
多
少
の
資
料
と
も
な
ら
ば
幸
」

と
記
し
た
、
学
校
長
・
松
田
捨
松
の
思
い
が
実
現
し
た
と
い
え
る
。
児
童
の
描
写
は
、
読
む
者
を
し
て
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
花
電
車
」

" 

と
導
い
て
く
れ
る
。

「
一
こ
の
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
に
当
つ
て
の
児
童
の
決
意
を
内
容
と
す
る
作
品
で
は
、
祝
典
に
酔
う
ば
か
り
で
な
く
「
新
体
制
し
を
意
識
的

に
受
け
止
め
な
け
ば
な
ら
な
い
と
の
決
意
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

「
二
こ
誠
之
尋
常
小
学
校
の
奉
祝
運
動
会
に
つ
い
て
の
作
品
か
ら
は
、
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
運
動
会
」
が
、
将
に
戦
時
下
で
行
わ
れ
た
運

動
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
実
施
種
目
か
ら
理
解
で
き
た
。
そ
の
幾
つ
か
は
、
戦
後
も
長
い
間
、
運
動
会
の
種
目
で
あ
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。

当
た
り
前
だ
が
、
戦
後
は
、
戦
中
へ
と
続
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

「
四
」
紀
元
一
一
千
六
百
年
記
念
以
外
の
時
局
柄
を
背
景
と
す
る
作
品
で
は
、
戦
時
下
に
お
か
れ
た
児
童
の
日
常
生
活
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
こ
こ

に
は
、
時
局
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
児
童
の
姿
が
あ
っ
た
。

「
五
」
奉
祝
記
念
行
事
等
及
び
時
局
柄
以
外
を
内
容
と
す
る
作
品
、
す
な
わ
ち
、
児
童
の
日
常
を
内
容
と
す
る
作
品
か
ら
は
、
戦
時
下
に
あ
っ

て
も
子
供
の
世
界
は
子
供
の
世
界
と
し
て
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
た
。

終
り
に
、
誠
之
尋
常
小
学
校
の
編
集
方
針
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
「
五
」
の
い
わ
ゆ
る
児
童
の
日
常
生
活
を
題
材
と
し
た
作
品
を
、

『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
文
集
』
と
い
う
編
集
方
針
の
中
で
載
せ
て
お
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
時
局
柄
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
児
童

の
個
性
を
尊
重
し
た
編
集
方
針
或
は
学
校
の
教
育
方
針
を
見
る
思
い
が
す
る
。

（二

O
O七
・
一
・
九
）

「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
文
集
』

五


